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特別損失（ソフトウェア資産に係る減損損失）の計上及び通期連結業績予想値と

決算値との差異に関するお知らせ 

 
 当社は、2022 年３月期連結決算におきまして、下記のとおり特別損失（ソフトウェア資産に係る

減損損失）を計上いたしました。 

また、2022 年２月 24 日に公表いたしました 2022 年３月期通期連結業績予想数値と本日公表の決

算値に差異が生じましたので、あわせてお知らせいたします。 

記 

１． 特別損失の計上について 

当社グループでは、中期経営計画（2022 年３月期～2024 年３月期）の基本方針に「ＯＤＫグ

ループ経営元年」を掲げ、「グループ全体での事業ポートフォリオ設計」を重点課題と設定し、

その方策としてカスタマーサクセス関連サービスの立上げを推進しております。 

カスタマーサクセス関連サービスにおいては、新製品導入や機能拡張等による事業成長性は

見込まれているものの、外部環境としてカスタマーサクセス関連市場の成熟が当初想定よりも

遅れていることにともない、2022 年３月期決算においては営業損失が発生しております。 

そのような状況を鑑み、今後の成長に向けた潜在的なリスクを先送りせず、カスタマーサク

セス関連サービスにおけるソフトウェア資産について、「固定資産の減損に係る会計基準」に

基づいて保守的に回収可能性を検討いたしました。 

その結果、当該ソフトウェアの帳簿価額を減損処理し、特別損失 195,738 千円を計上するこ

とといたしました。 

 

２． 通期連結業績予想値と決算値との差異について 

（１）2022 年３月期通期連結業績予想数値と決算値との差異 

（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 

百万円 

5,500 

百万円 

440 

百万円 

510 

百万円 

340 

円 銭 

41.48 

決算値(B) 5,500 436 509 194 23.69 

増減額(B-A) 0 △3 △0 △145  

増減率(%) 0.0 △0.8 △0.2 △42.9  

(ご参考)前期実績 

(2021 年３月期) 
5,412 669 695 474 57.85 

 



 

（２）差異発生の理由 

売上高、営業利益及び経常利益におきましては、概ね前回予想通りに推移いたしました。し

かしながら、上記「１．特別損失の計上について」に記載のとおり、カスタマーサクセス関連

サービスにおけるソフトウェア資産について、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づいて

回収可能性を検討し、保守的に将来の収益見込み等を勘案した結果、特別損失（ソフトウェア資

産に係る減損損失）を計上したことにより、親会社株主に帰属する当期純利益が前回発表予想を下回る

こととなりました。 

 

以 上 


